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【調査依頼内容】

＜受付日＞
2018年  月  日

＜案件名＞


＜調査目的＞


＜依頼内容＞









【調査方法・経緯】

本調査は貴社の依頼内容に基づき、各種データベース等を活用し、全国の大学、研究機関を調査しました。
検索キーワードとしては、○○○、△△△、・・・・・、
などを使用して検索した結果、000名程度の研究者が抽出されました。そこで各研究者の研究内容等を精査し、候補の可能性のあるものについては文献や研究者のＨＰ等で詳細を確認し、最終的に00名を対象候補として選定しました。




【本テーマに関連する技術概況】






[bookmark: OLE_LINK8]
【研究者リスト】

調査の結果、本件に該当する研究者は以下の通りです。

	No
	氏名　職名
	所　属／研究室

	1
	○○　○○ 教授
	○○大学　大学院工学研究科　○○○○専攻

	2
	○○　○○ 准教授
	○○大学　工学部　○○学科／○○研究室

	3
	
	

	4
	
	

	5
	
	

	6
	
	

	7
	
	

	8
	
	

	9
	
	

	10
	
	

	11
	
	

	12
	
	

	13
	
	

	14
	
	

	15
	
	

	16
	
	

	17
	
	

	18
	
	

	19
	
	

	20
	
	

	21
	
	




【推薦する研究者の概要】　

〇〇関連：
１．○○　○○　教授：○○大学　大学院工学研究科　○○○○専攻
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

２．○○　○○○　准教授：○○大学　工学部　○○学科
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

〇〇関連：
３．○○　○○○　教授：○○大学　大学院工学研究科　○○○○専攻
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

４．

【各研究者の詳細情報】　☆ は推薦する研究者です

☆No.1　
	氏　名／職名
	○○　○○（よみ　がな）／教授

	所属／研究室
	○○大学　大学院工学研究科　○○○○専攻　

	ＵＲＬ
	http://



研究情報：
[image: YVO4_EX_EM_Mechanism]近紫外線を赤色光へ変換するインビジブルなナノ蛍光体の開発を行っています。アート・装飾分野やセキュリティー等の分野において、紫外線などの光エネルギーを照射することにより発光する種々の無機系蛍光体が使用されています。無機系ナノ蛍光体を低温液相合成法によって作製することを検討してきました。その結果、見た目には透明に見え、ブラックライトを当てると赤色に発光するBi3+とEu3+をドープしたYVO4（YVO4:Bi3+,Eu3+）ナノ蛍光体を開発できました。現在もなおYVO4:Bi3+,Eu3+ナノ蛍光体の合成方法の改善は進んでおり、今後ますますその特性は向上されるものと思われます。近未来にYVO4:Bi3+,Eu3+ナノ蛍光体がインビジブル蛍光塗料としてアート・装飾分野およびセキュリティー、工程管理分野などで活用されることを期待しています。さらに、エネルギーの有効活用の観点から、紫外線を可視光へ変換する波長変換材料として太陽電池用途などの新たな産業分野にナノ蛍光体が活用されることを期待しています。

研究室全体としては、下記のような研究開発を行っています。
>>近紫外線を赤色光へ変換するインビジブルなナノ蛍光体の開発
>>青色光を緑色光へ変換するYAG:Ce3+ナノ蛍光体
>>ナノ蛍光体における表面修飾の役割
>>ナノ蛍光体における低温液相合成法の重要性
>>ナノ蛍光体における局所構造解析の重要性


No.2
	氏　名／職名
	○○　○○（よみ　がな）／教授

	所属／研究室
	○○大学　大学院工学研究科　○○○○専攻　

	ＵＲＬ
	http://



研究情報：















　
【総括】




【今後の進め方】

本件においてさらに詳細な調査が必要な場合や、本調査でリストアップした研究者へのヒアリング・紹介をご希望の場合は、貴社のご要望に応じて対応します。

研究者へのヒアリング・紹介を行う際の基本的な手順は以下の通りです。

＜手順＞
１）貴社が本リストの中から研究者を指定します。
２）弊社が貴社の指定研究者にヒアリングします。
３）ヒアリング結果を貴社にご報告します。
４）ご希望があれば研究者をご紹介します。

※ヒアリングは貴社名を伏せて行うこともできます。
※ヒアリング項目は貴社とご相談の上、決定します。
· 本テーマに関する研究者の見解
· 共同研究あるいは委託研究の可能性
· 本テーマにおける他社との関連状況
など
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